
 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸＯＤＦ解析とＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０１月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸのＯＤＦ解析結果は最大方位密度が低く、丸みを帯びたＯＤＦ図が表示される。 

   これは、入力データに関係なく、ＸＲＤの場合、半価幅５ｄｅｇ、ＥＢＳＤの場合、半価幅１０ｄｅｇで 

   計算されている為である事が知られている。 

この半価幅は解析前に変更出来るが、不自然な解析方法である。 

   本資料では、方位のシュミレーションと、ＯＤＦ解析結果を比較してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸによるＧｏｓｓ方位シュミレーション 

 cs = crystalSymmetry('cubic') 

 ss = specimenSymmetry('triclinic') 

 psi = vonMisesFisherKernel('halfwidth',5*degree) 

 mod1 = orientation.byMiller([1,1,0],[0,0,1],cs,ss) 

 odf =  unimodalODF(mod1,psi) 

 

psi = vonMisesFisherKernel('halfwidth',5*degree)の場合 

 

 

psi = vonMisesFisherKernel('halfwidth',10*degree) 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＧｏｓｓ方位シュミレーション 

  

 

 

 

方位密度はほぼ ＭＴＥＸ  ＬａｂｏＴｅｘ 

 ５ｄｅｇ ５１２  １０ｄｅｇ ５４０ 

１０ｄｅｇ ６４  ２０ｄｅｇ ７７ 

 が一致する。 



ＥＢＳＤデータＧｏｓｓの単結晶を読み込む 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸのｄｅｆａｕｌｔの読み込み 

 

 



ＭＴＥＸによるパラメータｄｅｆａｕｌｔによる計算 

odf=calcODF(ebsd.orientations) 

 

 

シュミレーション結果のｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇと一致する。 

ＬａｂｏＴｅｘでは広がりのない方位を計算するが、ＭＴＥＸは常に広がりをもって計算される。 

 

ＭＴＥＸ単結晶データ 

 入力データは、ＥＢＳＤｔｏＬａｂｏＴｅｘソフトウエアで作成 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ単結晶データ 

 

単結晶データならデータは１行で良いが、ＭＴＥＸでは１行ではｅｒｒｏｒのため、３行で評価した 

 


